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【開催報告】
Peace Now! Okinawa 2021

概要
日程：2021年9月8日(水)13:00～18:30

9日(木)10:00～17:30
場所：オンライン会議システムZoom

参加者

岩手大(1)、東京都立大(1)、東京大(1)、東京外国大(1)、
東京薬科大(1)、明治薬科大(1)、金城学院大(1)、愛知大(1)、
岐阜大(2)、立命館大(1)、下関市立大(1)、山口大(1)、
梅光学院大(2)、島根大(1)、愛媛大(1)、九州大(1)、
長崎大(1)、熊本大(2)、琉球大(1)、北海道BK(2)、
九州BK(1)、現地実行委員(5)、連合会・ブロック(14)
計19会員44名（運営含む）

00 ここは沖縄！
ここでの出会いを大切に

オンラインでもつながりを作る！

Peace Now! Okinawa史上初めてのオンライン開催。参
加者も実委もみんな家から1人の参加でしたが、沖縄にい
る実行委員から沖縄の風景を中継してもらう、沖縄のお菓
子をみんなで食べる時間を設ける、みんなで同じバーチャ
ル背景を使うなどして、まるで沖縄にみんながいて同じ時
間を共有しているかのようなセミナーになりました！

戦中. 戦時中のことを知り、戦争を風化させないことの重要性を考える。
○沖縄戦について理解する。
○当時同年代だった人の戦争体験を 中心に戦争に当事者意識を持つ。

戦後. 沖縄の戦後を例として社会問題に興味を持ち、
自分なりに疑問を持ち続けられる人になる。

○沖縄の戦後 76年の間に起きた出来事を知る。
〇沖縄の戦後の問題について考え、他のメンバーの考えに触れ、対話をすることで自分の考えを深める 。
○沖縄だけではなく、社会的に今ある問題を出してみて、繋げて考える。
〇どういう風に問題が発生したか、どうしたら解決できるか考える。

行動. 誰かと協力して身の回りの出来事に対して考え、
平和な社会に向けて行動できるようになる。

〇これまでの学んだことを踏まえてどのような行動ができるか考えられる
○誰かと協力することの大切さを実感する。

Zoom開催でしたが、背景を
みんなで合わせたり、一緒に
ちんすこうを食べて、想像し
ていた以上に一体感を感じて
参加できました。ワークシー
トや班ごとのジャムボードと
意見交換を通して、聞くだけ
ではなく自分で色々考えて交
流できたと思います。
(東京薬科大・2年)

Peace Now! Okinawaの獲得目標

みんなでちんすこうを食べました



02 自分と同年代の人の
76年前の経験を知る

戦中 企画② 戦争体験に触れる

沖縄戦で激戦だった前田高地についてのガイド動画や戦争
体験者の言葉を聞く中で、自分たちと同年代の人やもっと
若い人が76年前に沖縄戦の中で経験したことについて知
り、いかに悲惨だったか学びました。また、戦争体験者の
伝承活動を行っている琉球大学教授の北上田先生から学徒
隊のことを聞いたり、伝承活動をされる上での平和学習の
在り方について考えたりし、活発に議論が行われました。

+A テーマセッションも
盛り上がりました！

＼全国の仲間と／ぴーすテーマセッション
1日目の夜には時間外企画としてテーマセッションを行い
ました。テーマは事前に募集をし「今の大学になんで入っ
たの？」「オンライン旅行！」「ぴーなう初めてさん大集
合！」など、各地の様々な大学から集まっているからこそ
盛り上がるテーマで語り合いました！参加自由の時間外企
画にもかかわらず参加者の半分以上の参加があり、全国の
つながりを感じることができました。

04 沖縄の76年間を知り、
自分ならと考える

戦後 企画③ 沖縄の戦後を知って考えよう

沖縄の76年前から今現在まで続いている、基地問題を中
心とした社会問題について、基地の建設過程や米軍統治時
代について学び、自分のイメージと異なっていたことを考
えることで理解を深めました。ワークでは、自分自身がど
のような未来を沖縄に残したいかを考え、それを班のメン
バーで質問や共感意見を交えながら対話をすることで、自
分自身の考えていることをより深めて整理をしました。

もし自分が当時の
人だったらと時間
をかけて考える機
会はあまり無いの
で、他の人の考え
も聞くことができ
て貴重な時間にな
りました！
(岐阜大・2年)

01
戦中 企画① 沖縄戦について理解を深めよう

事前学習と前半の学習会パートで沖縄戦の事実について入
念に学びました。その後に皇民化教育と沖縄戦でのスパイ
視について学び、自分がもしその立場ならどう考え、何を
するかということを班のメンバーとディスカッションしま
した。沖縄戦の概要を掴みつつ、当時の地上戦に巻き込ま
れた人たちの心境を考えることができる時間でした。

03 PN!沖縄名物
ガイド動画で追体験

ガイドをすることは今年も大切に
PN!沖縄では例年、現地のその場で発表者を囲みながらガ
イドという形で沖縄戦やその後の社会問題について伝える
ことを大切にしてきました。今年は参加者が現地に来るこ
とはかないませんでしたが、ガイド動画という形で実行委
員メンバーが想いを込めた動画を作成し、みんなで視聴し
ました。風や飛行機の音がリアルで、沖縄を感じつつ、そ
の場所での出来事について学ぶことができました。

まずは沖縄戦につい
て理解をしっかり

自分だったら20歳
である今でも無理
なのに学徒隊の方
が行っていた16歳
で手足の切断をす
ることは出来ない
と思った。
(梅光学院大・3年)

動画を通じて、実
際の沖縄の雰囲気
を感じることがで
きたから！動画中
にヘリコプターが
飛んでいたのが、
すごく印象的でし
た！
(島根大・2年)

まだまだ知らない部分
もあって勉強不足を痛
感させられました。ア
メリカ軍との共存の部
分もあれば、アメリカ
軍からの被害の部分も
あるので、簡単には解
決できない問題だと改
めて感じました。
(山口大・2年)

動画たくさんの意
見がでて、それぞ
れの価値観とか今
までの経験が反映
された話し合い
だったなと思いま
す。たくさん意見
が出て楽しかった
です。
(愛媛大・2年)



06 あなたは「誰と」
行動をしますか？

行動 企画⑤
私がつなぐ、あなたとつなぐ、対話でつなぐ時間

沖縄戦やその後の社会問題について考え学び、それをどのよう
に広げていくかを考えました。そこで大切にしたいのは、「誰
かと」や、「誰かに向けて」行動をすることであり、そうする
ことで平和な社会をより多くの人に働きかけながら作っていく
初めのステップになることを学びました。最後には全員で行動
宣言をし、小さなことからアクションを起こします！

05 身近な社会問題の
WHYを考える

戦後 企画④ 社会につなげる時間

ここまで学んできた沖縄の問題についてを５W1Hの視点で
整理をした後に、班で1つの社会問題を選んで５W1H＋自
分はどのように向き合っていきたいかを議論する中で、問
題が起こった背景やその社会構造について考えました。沖
縄の問題は沖縄について考えるときだけでなく様々な社会
問題を考えるフォーマットになるということをワークを通
して理解することができました。

戦争体験者の経験談も貴
重だったが、平和教育を
行う側の悩みや、伝え方、
現在の沖縄について知る
ことができただけでなく、
同年代の学生や生協職員
の方と意見を交わしなが
らさらに深く考えていく
ことができた。
(東京大・1年)

07 ひたすら話す、
話し切る！！

ランダム感想交流
両日とも最後の時間に参加者も実委もGLも完全ランダムで
3、4人に分けて、感想交流を行いました。グループ交流
では語り切れなかったことをその日の最後に少人数で語り
合うことで、自分の感じたこと考えていることを表出し、
話し切ることができました。オンラインではありましたが、
直接向かい合って互いに心を割って話すことができたセミ
ナーになりました！

直接沖縄に行くことが
できず学びとしてどう
なのかなと思っていた
がとても濃い内容だっ
たし面白かった。でも
今度は沖縄に行ってや
りたいなと参加前より
もその気持ちが大きく
なった。
(岩手大・2年)

+A 私がつなぐ、あなたとつなぐ、
対話でつなぐ未来へのバトン

実行委員長：りんりんからメッセージ

発行元：全国大学生活協同組合連合会｜執筆者：林優樹（全国学生委員会）
お問い合わせ：Peace Now! セミナー事務局（nfuca-PeaceNow@univ.coop）

企画局長：ちひろからメッセージ

沖縄は日本の本土か
らしたら異国のよう
な存在だったために
文化を壊されたと思
うと、自分と違うか
らと認めないことは
今の社会でも似たと
ころがあるのではな
いかと思うように
なった。
(明治薬科大・1年)

色んな人と対話を
することで様々な
視点や考えを吸収
して戦争や平和に
ついて深く知るこ
とが出来たのでよ
かったです！
(下関市立大・2年)

大切なのは「なぜ」で、
背景を知れば知るほど
「なぜ」がたくさん出
てくるので、多面的に
見ること、よく知るこ
と、が大切だと感じま
した。
(北海道BK・職員)

参加者の皆様の積極的な参加もあり、オンライン
という形でもオンラインの強みを生かした、楽し
く、深く、対話を通して全員で繋がりながら学ぶ
ことのできる非常に価値のあるセミナーとなりま
した。本当にありがとうございました。参加者の
皆様を中心とした平和を広げる活動の広がりに期
待をしています！

Peace Now! Okinawaに参加してくださった皆
さん、ありがとうございました！
参加者の皆さんの多彩な意見や、平和に対する考
えた方に触れることができ、対話の大切さを痛感
できる時間になりました。
これから、この2日間が、日常で何か選択や行動
する時に「この選択の方が平和な世の中に繋がる
かな？」と考えるきっかけになると嬉しいです。

mailto:nfuca-PeaceNow@univ.coop

